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 本論文は、英語を主な対象言語として、Cruschina (2011) が提案する焦点の重層性仮説の検証を行うこ







 第 1章の序章は、本論文に関わる研究の背景および目的を述べている。 












 第 3章では、第 2章で提示した枠組みに基づき、IFoc frontingが関わる文法現象として、不変化詞倒置















二重名詞語（binominal）名詞句（例：That idiot of a man!）や指示詞を伴う二重属格名詞句（例：That nose 
of his!）、否定倒置名詞句（例：not very good (of) a student）などの現象が名詞句内の IFoc frontingの事
例であると主張する。 










































平成 31年 1月 24日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本 
論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致
で合格と判定された。 
  
３ 結論 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を 
 有するものと認める。 
